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二
〇
一
二
年
二
月
二
一
日
、
日
本
学
士
院
（
久
保
正
彰
院
長
）
と
の
共
催
に
よ
る
「
在
外
日
本
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
」
が
開
催
さ
れ
た
（
国
際
学
士
院
連
合
関
連
＝
日
本
関
係
在
外
未

刊
行
史
料
調
査
事
業
の
一
環
）。
報
告
者
に
は
ボ
ン
大
学
の
ペ
ー
タ
ー
・
パ
ン
ツ
ァ
ー
名
誉
教
授
を
招
き
、「
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
文
書
館
に
お
け
る
日
独
／
日
墺
関
係
の
史
料
に
つ
い
て
」
の
報

告
が
あ
っ
た
。

パ
ン
ツ
ァ
ー
教
授
は
、
一
八
六
一
年
の
日
孛
条
約
・
一
八
六
九
年
の
日
墺
条
約
以
来
の
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
日
本
の
歴
史
的
関
係
を
概
観
し
、
現
地
の
代
表
的
な
文
書
館
（
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
）

と
そ
こ
に
所
蔵
さ
れ
る
日
本
関
係
史
料
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
箱
石
大
准
教
授
（
史
料
編
纂
所
）
と
の
共
同
研
究
に
よ
っ
て
新
た
に
見
出
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
史
料
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
触
れ
、

箱
石
准
教
授
か
ら
も
補
足
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
戊
辰
戦
争
期
、
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
公
使
が
会
津
・
庄
内
両
藩
と
結
ん
で
蝦
夷
地
に
根
拠
地
を
獲
得
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
こ
の
提
案
を
一
旦

却
下
し
た
宰
相
ビ
ス
マ
ル
ク
だ
っ
た
が
、
他
の
列
強
が
日
本
で
利
権
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
情
報
に
接
し
、
急
遽
そ
の
実
行
を
命
じ
た
と
い
う
史
料
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
会
場
内
に
は
ど

よ
め
き
が
わ
い
た
が
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
訓
令
が
届
い
た
時
に
は
戦
争
は
終
結
し
て
お
り
、
事
な
き
を
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
パ
ン
ツ
ァ
ー
教
授
は
二
時
間
を
超
え
て
熱
弁
を
ふ
る
い
、
ド
イ
ツ
語
圏

に
お
け
る
日
本
関
係
史
料
調
査
の
重
要
さ
と
課
題
の
大
き
さ
に
つ
い
て
強
調
し
た
。

当
日
は
さ
ら
に
続
け
て
、
パ
ン
ツ
ァ
ー
教
授
監
修
の
も
と
に
二
〇
一
一
年
度
ド
イ
ツ
・
マ
ン
ハ
イ
ム
市
で
開
催
さ
れ
た
「
遠
来
の
友
／
日
独
修
好
一
五
〇
周
年
記
念
展
覧
会
」
に
つ
い
て
、
宮
田
奈
々

氏
（
現
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
士
院
）
か
ら
報
告
を
う
け
た
。

今
回
は
、
当
日
の
発
表
内
容
を
パ
ン
ツ
ァ
ー
教
授
に
あ
ら
た
め
て
お
取
り
ま
と
め
い
た
だ
き
、
宮
田
奈
々
氏
に
翻
訳
を
お
願
い
し
た
。�

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
／
保
谷　

徹
）

1
．
歴
史
的
概
略

日
本
と
ド
イ
ツ
、
厳
密
に
言
え
ば
プ
ロ
イ
セ
ン
の
外
交
関
係
は
一
八
六
一
年
（
文

久
元
年
）、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
一
八
六
九
年
（
明
治
二
年
）
に
始
ま
る
。
他

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
比
較
す
る
と
か
な
り
遅
く
、
こ
の
こ
と
は
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
文
書
館
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
の
文
書
館
ほ
ど
多
く

の
史
料
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
図
を
見
れ
ば
、
プ
ロ
イ
セ
ン
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
も
海
運
が
盛
ん

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
自
国
か
ら
直
接
海
に
は
出
ら
れ
な
か
っ
た
。
プ
ロ

イ
セ
ン
の
海
港
は
バ
ル
ト
海
に
面
し
て
い
た
が
、
直
接
大
西
洋
に
は
出
ら
れ
ず
、
公

海
に
出
る
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
間
の
海
峡
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
港
は
ア
ド
リ
ア
海
に
面
し
て
い
た
が
、
公
海
に
出
る

「
在
外
日
本
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
」
報
告

ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
文
書
館
に
お
け
る
日
本
関
係
史
料ペ

ー
タ
ー
・
パ
ン
ツ
ァ
ー
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に
は
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
通
航
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
海
峡
は
他
の
列

強
の
思
惑
次
第
で
容
易
く
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
う
場
所
で
、
そ
れ
が
一
九
世
紀
の
状
況

だ
っ
た
。

し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
お
か
れ
た
実
際
の
状
況
は
少
し
違
っ
て
い
た
。
ベ
ル

ギ
ー
は
一
五
世
紀
以
降
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
支
配
下
に
あ
り
、
当
時
は
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
家
と
の
関
連
で
ス
ペ
イ
ン
領
あ
る
い
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と
呼

ば
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
そ
こ
か
ら
公
海
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
主
港
の
オ
ー
ス

テ
ン
デ
港
を
拠
点
に
イ
ン
ド
や
中
国
に
商
館
を
持
つ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
東
イ
ン
ド
会
社

が
精
力
的
に
活
動
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
皇
帝
が
男
子
継
承
者
に
恵
ま
れ
ず
、

一
七
四
〇
年
に
長
女
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
が
即
位
し
た
際
に
イ
ギ
リ
ス
が
即
位
を
認

め
る
条
件
と
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
東
イ
ン
ド
会
社
の
解
散
を
求
め
、
数
百
年
続
い
た

輝
か
し
い
海
外
事
業
は
幕
を
閉
じ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
イ
ギ
リ
ス
の
条
件
を
受
け

入
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
戦
争
が
勃
発
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
後
、
ト
ス
カ
ー
ナ
を
拠
点
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
東
イ
ン
ド
会
社
は
再
度
設
立
さ

れ
た
。
最
初
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
東
イ
ン
ド
会
社
ほ
ど
の
成
功
は
な
か
っ
た
が
、
あ
る

と
き
二
人
の
中
国
人
が
こ
の
東
イ
ン
ド
会
社
を
通
じ
て
ウ
ィ
ー
ン
の
マ
リ
ア
・
テ
レ

ジ
ア
と
の
謁
見
を
許
さ
れ
た
。
二
人
は
広
東
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
商
船
に
乗
っ
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
来
た
の
だ
が
、
こ
の
と
き
の
二
人
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
手
彩
色
銅
版

画
が
残
さ
れ
て
い
る
（
フ
ラ
ン
ス
語
と
ド
イ
ツ
語
で
説
明
書
き
）。
訪
問
者
が
日
本

人
で
あ
れ
ば
、
一
八
世
紀
の
ウ
ィ
ー
ン
で
日
本
人
の
美
し
い
肖
像
画
が
作
ら
れ
て
い

た
の
だ
が
。

ち
な
み
に
ス
エ
ズ
運
河
の
設
計
図
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
作
ら
れ
た
。
東
洋
に
大
変

な
関
心
を
持
っ
て
い
た
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
が
発
案
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
技
師
が
作
成

し
た
も
の
で
あ
る
。
建
設
費
の
一
部
は
ト
リ
エ
ス
テ
の
産
業
・
商
工
会
議
所
が
負
担

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
そ
の
後
、
戦
争
が
続
き
、
財
政
難
と
な

り
、
ス
エ
ズ
運
河
事
業
は
莫
大
な
負
債
を
抱
え
て
フ
ラ
ン
ス
に
売
却
さ
れ
た
。

幕
末
以
前
の
日
本
関
連
の
史
料
は
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
は
殆
ど
な
い
が
、

日
本
に
関
係
し
た
人
物
の
史
料
は
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
文
書
館
の
例
を
一
つ
挙

げ
る
。
一
八
三
五
年
（
天
保
六
年
）
に
か
の
有
名
な
日
本
研
究
者
シ
ー
ボ
ル
ト
が

ウ
ィ
ー
ン
を
訪
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
夕
食
の
招
待
を
受
け

た
。
皇
帝
は
日
本
に
関
心
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
と
は
い
え
、
そ
れ
は
政
治
的
な
も
の

で
は
な
く
植
物
へ
の
関
心
だ
っ
た
。
皇
帝
は
大
変
な
植
物
愛
好
家
で
熱
心
な
庭
師

だ
っ
た
の
だ
。
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
貴
族
は
日
本
の
美
し
い
植
物
を
挙
っ
て
求
め
、

特
に
人
気
が
あ
っ
た
の
は
椿
、
牡
丹
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
と
名
付
け
た

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
植
物
の
植
わ
っ
て
い
な
い
庭
は
庭
で
は
な
い
と
い

う
ほ
ど
だ
っ
た
。

そ
の
と
き
の
皇
帝
の
夕
食
へ
の
招
待
に
対
し
て
後
日
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
礼
状
を
書

き
、
祖
父
に
付
与
さ
れ
た
貴
族
の
称
号
の
再
叙
爵
を
求
め
た
。
一
般
的
に
シ
ー
ボ
ル

ト
は
ド
イ
ツ
人
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
出
身
の
た
め
バ
イ
エ
ル
ン
人
、
も
し
く
は
、
オ

ラ
ン
ダ
人
と
一
緒
に
来
日
し
た
た
め
オ
ラ
ン
ダ
人
と
言
わ
れ
る
が
、
貴
族
へ
の
叙
爵

は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
祖
父
に
対
し
ウ
ィ
ー
ン
で
決
定
さ
れ
、
贈
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

「
日
本
の
シ
ー
ボ
ル
ト
」
に
対
し
て
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
の
決
定
で
ウ
ィ
ー
ン
で

再
度
爵
位
が
認
め
ら
れ
た
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
生
ま
れ
た
と
き
、
彼
は
ウ
ィ
ー
ン
の

皇
帝
の
臣
民
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
シ
ー
ボ
ル
ト
家
の
貴
族
へ
の
叙

爵
の
記
録
は
他
の
ど
こ
で
も
な
く
ウ
ィ
ー
ン
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
公
文
書
館
の
家

門
・
宮
廷
・
国
家
（
内
閣
官
房
）
文
書
館
に
あ
る
（H

aus-, H
of- und 

Staatsarchiv

）。

冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
日
本
の
ド
イ
ツ
（
プ
ロ
イ
セ
ン
）
と
の
外
交
関
係
は

一
八
六
一
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
は
一
八
六
九
年
に
始
ま
る
。
日
本
の
プ
ロ
イ
セ
ン

最
初
の
訪
問
は
一
八
六
二
年
の
竹
内
使
節
団
で
、
文
久
二
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
文

久
使
節
団
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
日
本
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
最
初
の
訪
問
は
ず
っ
と
後
の

こ
と
で
、
明
治
六
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
博
の
と
き
に
な
る
。
昨
年
二
〇
一
一
年
に
日
独
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関
係
は
一
八
六
一
年
に
調
印
さ
れ
た
日
孛
条
約
を
嚆
矢
と
し
一
五
〇
周
年
を
迎
え
、

ド
イ
ツ
で
は
記
念
展
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
に
あ
る
重
要
な
文
書
が
誤
っ
て
保

管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
文
化
財
団
枢
密
文
書
館
で

「
一
八
六
一
年
日
孛
条
約
、
徳
川
家
茂
の
批
准
書
」
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
文
書

が
実
際
は
竹
内
使
節
団
へ
の
信
任
書
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の

研
究
者
の
方
が
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
文
書
館
を
利
用
し
、
誤
っ
て
保
管
さ
れ

て
い
る
文
書
を
見
つ
け
る
こ
と
も
研
究
の
発
展
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

2
．
日
本
研
究
で
最
も
重
要
な
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
文
書
館

文
書
の
保
管
は
ど
の
国
の
ど
の
時
代
で
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
条
約
書
の
保

管
、
称
号
の
授
与
、
所
有
権
の
証
明
書
等
。
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
文
書
の
保
管
の
必

要
が
な
い
政
府
、
君
主
、
修
道
院
な
ど
な
か
っ
た
。
統
一
し
た
国
家
文
書
館
の
歴
史

は
、
し
か
し
な
が
ら
ド
イ
ツ
で
は
比
較
的
新
し
い
。

ド
イ
ツ
に
存
在
す
る
統
一
的
な
文
書
館
の
最
古
の
も
の
は
、
一
八
〇
三
年
に
設
立

さ
れ
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
領
及
び
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
全
軍
事
・
非
軍
事

文
書
を
保
管
し
て
い
る
ベ
ル
リ
ン
の
プ
ロ
イ
セ
ン
文
化
財
団
枢
密
文
書
館
で
あ
る
。

一
八
七
一
年
に
ド
イ
ツ
帝
国
が
成
立
し
て
か
ら
の
文
書
は
一
九
一
九
年
に
な
っ
て
独

自
の
文
書
館
（
ポ
ツ
ダ
ム
の
帝
国
文
書
館
）
に
移
動
さ
れ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦

中
に
そ
の
多
く
が
失
わ
れ
た
。
そ
れ
に
続
い
た
の
が
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
と
ポ
ツ
ダ
ム
の

軍
事
文
書
館
で
、
こ
こ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ド
イ
ツ
の
戦
争
省
や
防
衛
省
に
関
す
る
書
類

が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
帝
国
成
立
後
の
外
交
関
係
の
文
書
は
ず
っ
と
外
務

省
、
組
織
的
に
は
一
九
二
〇
年
か
ら
は
外
務
省
付
設
の
史
料
館
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

2
．
1

ド
イ
ツ

2
．
1
．
1

ド
イ
ツ
連
邦
公
文
書
館

2
．
1
．
1
．
1

ド
イ
ツ
連
邦
公
文
書
館
、
ド
イ
ツ
帝
国
部
、
ベ
ル
リ
ン

（B
u
n
d
esa

rch
iv, A

bt
eilu

n
g D

eu
t
sch

es R
eich, Berlin

）

時
代
：
一
八
六
七
年
以
降
、
一
八
七
一
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
（
＝
北
ド
イ
ツ

連
邦
一
八
六
七
─
一
八
七
一
年
／
ド
イ
ツ
帝
国
一
八
七
一
─
一
九
一
八
年
／
ワ
イ

マ
ー
ル
共
和
国
一
九
一
八
─
一
九
三
三
年
／
国
家
社
会
主
義
時
代
一
九
三
三
─

一
九
四
五
年
）

所
蔵
資
料
：
首
相
官
房
、
行
政
官
庁
、
全
省
、
裁
判
所
の
記
録
。
日
本
関
係
で
は

ビ
ス
マ
ル
ク
関
連
の
史
料
等
。

2
．
1
．
1
．
2

ド
イ
ツ
連
邦
外
務
省
、
外
交
史
料
館
、
ベ
ル
リ
ン

（A
u
sw
ä
rt
iges A

m
t, P

o
lit
isch

es A
rch

iv, Berlin

）

時
代
：
同
右

所
蔵
資
料
：
ド
イ
ツ
連
邦
外
務
省
は
全
時
代
の
ほ
ぼ
全
て
の
外
交
史
料
を
所
蔵
し

て
い
る
。
ド
イ
ツ
外
務
省
は
日
本
の
外
務
省
と
同
じ
く
、
外
務
省
職
員
が
す
ぐ
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
外
交
文
書
に
つ
い
て
は
独
自
に
保
管
し
て
い
る
。
日
本
関
連
で
は

ド
イ
ツ
帝
国
と
日
本
の
条
約
書
や
防
共
協
定
、
三
国
同
盟
の
条
約
書
等
の
重
要
な
文

書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

2
．
1
．
1
．
3

ド
イ
ツ
連
邦
公
文
書
館
、
軍
事
文
書
館
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

（B
u
n
d
esa

rch
iv, M

ilit
ä
ra
rch

iv, Freiburg

）

時
代
：
同
右

所
蔵
資
料
：
軍
事
関
係
（
陸
軍
及
び
海
軍
）
の
史
料
全
て
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2
．
1
．
1
．
4

ド
イ
ツ
連
邦
公
文
書
館
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
部
、
コ
ブ
レ
ン
ツ

（B
u
n
d
esa

rch
iv, A

bt
eilu

n
g B

u
n
d
esrepu

blik D
eu
t
sch

la
n
d, K
oblenz

）

時
代
：
一
九
四
五
年
以
降
（
第
二
次
世
界
大
戦
後
）

所
蔵
資
料
：
ド
イ
ツ
連
邦
首
相
官
房
、
全
連
邦
官
庁
、
占
領
時
代
と
民
主
主
義
国

家
と
し
て
の
再
出
発
に
関
す
る
史
料
、
要
職
に
就
い
た
人
物
の
書
簡
等
の
遺
品
、
写

真
・
映
像
資
料
等
。

2
．
1
．
2

プ
ロ
イ
セ
ン
文
化
財
団
枢
密
文
書
館
、
ベ
ル
リ
ン

（P
reu

ssisch
es G

eh
eim
es S

t
a
a
t
sa
rch

iv, Berlin

）

時
代
：
一
八
六
七
年
前
、
一
九
一
八
年
以
降

所
蔵
資
料
：
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
全
史
料
を
保
管
。
日
本
関
連
の
史
料
は
あ
ま
り

な
い
が
、
重
要
な
も
の
は
、
例
え
ば
プ
ロ
イ
セ
ン
東
ア
ジ
ア
使
節
団
の
江
戸
で
の
写

真
な
ど
。
プ
ロ
イ
セ
ン
文
化
財
団
枢
密
文
書
館
に
は
二
点
あ
る
日
孛
条
約
条
約
書
の

一
点
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

2
．
2

オ
ー
ス
ト
リ
ア

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
立
の
文
書
館
は
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
勅
命
で
一
七
四
九
年

に
設
立
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
公
文
書
館
で
、
こ
こ
に
現
在
に
至
る
ま
で
の
全

時
代
の
史
料
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

2
．
2
．
1

オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
公
文
書
館

2
．
2
．
1
．
1

オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
公
文
書
館
／
家
門
・
宮
廷
・
国
家
文
書
館
、
ウ
ィ
ー
ン

 

（�Ö
st
erreich

isch
es S

t
a
a
t
sa
rch

iv / H
a
u
s-, H

o
f u
n
d S

t
a
a
t
sa
rch

iv, 

W
ien

）

時
代
：
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
家
成
立
（
最
古
の
史
料
は
八
一
一
年
）
か
ら
一
九
一
八

年
の
君
主
制
終
焉
ま
で

所
蔵
資
料
：
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
（
一
四
九
五
─
一
八
〇
六
）、
宮
廷
、
内
閣

官
房
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
（
一
八
〇
四
─
一
九
一
八
）
の
外
交
史

料
。
日
本
関
連
の
史
料
を
多
数
所
蔵
（
日
本
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
関
係
の
全
記
録
、

一
八
六
九
年
（
明
治
二
年
）
か
ら
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）
ま
で
の
公
使
館
あ
る

い
は
大
使
館
の
全
報
告
書
）。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
（
家
門
）、
帝
室
（
宮
廷
）、
国
家
（
内

閣
官
房
、
外
交
な
ど
）。

2
．
2
．
1
．
2

オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
公
文
書
館
／
国
庫
文
書
館
、
ウ
ィ
ー
ン

 

（Ö
st
erreich

isch
es S

t
a
a
t
sa
rch

iv / H
o
fk
a
m
m
era

rch
iv, W

ien

）

時
代
：
一
五
二
七
年
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
国
家
誕
生
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国

の
終
わ
る
一
九
一
八
年
ま
で
の
財
政
関
係
の
史
料
全
て

所
蔵
資
料
：
通
商
、
建
築
、
交
通
。
直
接
日
本
に
関
連
す
る
史
料
は
な
い
が
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
東
イ
ン
ド
会
社
の
書
類
等
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

2
．
2
．
1
．
3

オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
公
文
書
館
／
一
般
行
政
文
書
館
、
ウ
ィ
ー
ン

 

（�Ö
st
erreich

isch
es S

t
a
a
t
sa
rch

iv / A
llgem

ein
es V

erw
a
lt
u
n
gsa

rch
iv, 

W
ien

）

時
代
：
一
九
一
八
年
ま
で
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国

所
蔵
資
料
：
内
政
、
法
務
、
教
育
、
農
林
及
び
通
務
。
商
務
省
で
保
管
さ
れ
て
い

た
ウ
ィ
ー
ン
万
博
の
史
料
等
に
日
本
関
連
の
史
料
が
あ
る
。

2
．
2
．
1
．
4

オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
公
文
書
館
／
戦
争
文
書
館
、
ウ
ィ
ー
ン

（Ö
st
erreich

isch
es S

t
a
a
t
sa
rch

iv / K
riegsa

rch
iv, W

ien

）
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時
代
：
一
九
一
八
年
ま
で
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国

所
蔵
資
料
：
軍
事
関
係
（
陸
軍
及
び
海
軍
）
の
史
料
（
海
軍
文
書
館 

M
a
rin
ea
rch

iv

）。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
海
軍
関
連
の
文
書
に
日
本
関
連
の
史
料
が
あ
る
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
武
官
の
東
京
か
ら
の
報
告
書
、
日
露

戦
争
に
派
遣
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
偵
察
員
の
報
告
書
、
日
本
に
駐
在
し
て
い
た

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
交
換
士
官
の
一
九
一
四
年
ま
で
の
報
告
書
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
駐

在
し
て
い
た
日
本
の
交
換
士
官
の
書
類
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
に
日
本
に
収
容
さ
れ

て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
俘
虜
に
関
す
る
史
料
等
が
あ
る
。

2
．
2
．
1
．
5

オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
公
文
書
館
／
共
和
国
文
書
館
、
ウ
ィ
ー
ン

（Ö
st
erreich

isch
es S

t
a
a
t
sa
rch

iv, A
rch

iv d
er R

epu
blik

）

時
代
：
一
九
一
八
年
に
成
立
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
の
現
在
ま
で
の
史
料
。

第
一
次
世
界
大
戦
で
敗
戦
し
て
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
自
国
の
代
表
を
派
遣
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
三
八
年
ま
で
東
京
か
ら
の

報
告
書
は
な
い
。
政
治
的
な
関
係
は
ほ
ぼ
全
て
、
ウ
ィ
ー
ン
に
駐
在
し
て
い
た
日
本

の
公
使
を
仲
介
し
て
お
り
、
時
折
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
貿
易
事
業
の
代
表
を
つ
と
め

て
い
た
東
京
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
名
誉
領
事
を
仲
介
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。

注
：
２
．
２
．
１
．
１
の
家
門
・
宮
廷
・
国
家
文
書
館
の
み
ウ
ィ
ー
ン
一
区
の
歴
史
的
建

造
物
に
あ
り
、
他
の
文
書
館
（
２
．
２
．
１
．
２
か
ら
２
．
２
．
１
．
５
）
は
三
区

に
新
築
さ
れ
た
建
物
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。

3�

．
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
箱
石
大
准
教
授
代
表
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ド
イ

ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
文
書
館
に
お
け
る
日
本
」

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
と
今
後
の
課
題

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
今
後
の
課
題
の
方
が
調
査
の
終
了

し
た
部
分
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
。
史
料
編
纂
所
で
は
以
前
、
ド
イ
ツ
の
文
書
館
に

あ
る
日
本
関
係
史
料
に
つ
い
て
の
リ
ス
ト
を
編
纂
し
、
出
版
し
て
い
る
。
た
だ
、
史

料
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
し
か
利
用
で
き
な
い
時
代

だ
っ
た
た
め
、
結
果
は
あ
ま
り
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

の
多
く
は
東
ド
イ
ツ
に
あ
り
、
そ
れ
が
ベ
ル
リ
ン
に
戻
り
、
数
年
前
か
ら
ま
た
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
史
料
編
纂
所
は
現
在
、
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

を
補
完
し
、
研
究
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。
ま
ず
、
プ
ロ
イ
セ
ン
東
ア
ジ
ア
使
節

団
に
関
す
る
史
料
、
ま
た
プ
ロ
イ
セ
ン
、
後
に
ド
イ
ツ
全
権
の
公
使
と
な
っ
た
マ
ッ

ク
ス
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
駐
在
時
代
の
史
料
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

ま
た
、
史
料
編
纂
所
で
は
こ
れ
ま
で
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
軍
事
文
書
館
の
史
料
は
確
認

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
こ
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
軍
事
文
書
館
で
は
利
用
者
は
一
日
五
冊
の
閲
覧
を
許
さ
れ
る

が
、
二
人
で
行
っ
た
の
で
十
冊
閲
覧
し
た
。
二
日
の
調
査
日
程
で
計
二
十
冊
を
閲
覧

し
た
が
、
こ
れ
だ
け
で
も
多
く
の
資
料
が
あ
っ
た
。
尚
、
資
料
を
「
冊
」
と
数
え
た

が
、
一
冊
に
何
点
の
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
か
は
事
前
に
分
か
ら
な
い
。
こ
の
調
査

で
分
か
っ
た
の
は
、
そ
の
う
ち
の
九
冊
が
日
本
研
究
に
は
重
要
で
、
利
用
で
き
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
複
写
し
、
翻
刻
、
翻
訳
し
、
内
容
を
吟
味
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
九
冊
の
資
料
と
は
次
の
通
り
。

K
aiserliche A

dm
iralität　

帝
国
海
軍
本
部

A
cta betr. die Einrichtung und V

erw
altung eines M

arine-D
epots für 

die Japanische Station in Y
okoham

a &
 N
agasaki, 1867/1884

横
浜
・
長
崎
停
泊
時
の
海
軍
基
地
の
設
置
と
管
理
に
関
す
る
文
書
、
一
八
六
七
年

～
一
八
八
四
年

RM
 1, 42
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M
arine-M

inisterium

　

海
軍
省

A
cta betr. die Errichtung überseeischer Flotten-Stationen, 1866 bis 
1868海

外
寄
港
地
と
し
て
の
軍
港
設
置
に
関
す
る
文
書
、
一
八
六
六
年
〜
一
八
六
八
年

RM
 1, 576

O
ber-Com

m
ando der M

arine　

海
軍
総
司
令
官

A
cta betr. Errichtung eines Flottenstation-D

epots in O
st-A
sien, 1868

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
軍
港
基
地
設
置
に
関
す
る
文
書
、
一
八
六
八
年

RM
 1, 819

M
arine-M

inisterium

　

海
軍
省

A
cta betr. die Errichtung überseeischer Flotten-Stationen, Bd. 2: O

ct. 
1868-Jan. 1873

海
外
寄
港
地
と
し
て
の
軍
港
設
置
に
関
す
る
文
書
、
第
二
巻
：
一
八
六
八
年
一
〇

月
～
一
八
七
三
年
一
月

RM
 1, 867

M
arine-M

inisterium

　

海
軍
省

A
cta betr. die m

it Japan anzuknüpfenden H
andelsverbindungen 

resp. eine dorthin u. nach Canton zu sendende Expedition, vom
 

Jahre 1854 bis M
ärz 1859

予
定
さ
れ
て
い
る
日
本
と
の
貿
易
関
係
お
よ
び
日
本
・
広
東
に
派
遣
さ
れ
た
遠
征

団
に
関
す
る
文
書
、
一
八
五
四
年
〜
一
八
五
九
年
三
月

RM
 1, 2336

A
dm
iralität　

海
軍
本
部

A
cta betr. die Expedition nach den Chinesischen Gew

ässern vom
 

Juli 1859 bis D
ecem

ber 1859

中
国
海
域
に
派
遣
さ
れ
た
使
節
団
に
関
す
る
文
書
、
一
八
五
九
年
七
月
〜
一
二
月

RM
 1, 2337

A
dm
iralität　

海
軍
本
部

A
cta betr. die Expedition nach den Chinesischen Gew

ässern vom
 

Januar 1860 bis D
ecem

ber 1860

中
国
海
域
に
派
遣
さ
れ
た
使
節
団
に
関
す
る
文
書
、
一
八
六
〇
年
一
月
〜
一
二
月

RM
 1, 2338

M
arine-M

inisterium

　

海
軍
省

A
cta betr. die Expedition nach den Chinesischen Gew

ässern

中
国
海
域
に
派
遣
さ
れ
た
使
節
団
に
関
す
る
文
書

RM
 1, 2339

M
arine-M

inisterium

　

海
軍
省

A
cta betr. Entsendung der „Gazelle

“ nach O
stasien, Bericht u. A

uf-
enthalt in Y

okoham
a, Bericht über politische V

erhältnisse in Japan, 
1863/1869

東
ア
ジ
ア
へ
の
「
ガ
ツ
ェ
ッ
レ
」
号
の
派
遣
、
横
浜
で
の
滞
在
と
日
本
の
政
治
情

勢
に
つ
い
て
の
報
告
に
関
す
る
文
書
、
一
八
六
三
年
～
一
八
六
九
年

RM
 1, 2889

そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
内
容
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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一
．「
海
外
寄
港
地
と
し
て
の
軍
港
設
置
に
関
す
る
文
書
」
は
日
本
だ
け
で
な
く
、

例
え
ば
南
ア
メ
リ
カ
の
軍
港
設
立
に
関
す
る
計
画
等
も
含
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
、
史

料
編
纂
所
に
は
日
本
関
連
の
資
料
が
重
要
な
た
め
、
他
の
資
料
は
特
に
分
析
は
し
て

い
な
い
。

二
．「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
軍
港
基
地
設
置
に
関
す
る
文
書
」
に
は
日
本
に
お
け
る

他
の
列
強
諸
国
の
状
況
や
や
り
と
り
に
つ
い
て
興
味
深
い
情
報
が
出
て
い
る
。
例
え

ば
、RM

1/42

に
は
長
崎
で
の
ロ
シ
ア
の
軍
港
基
地
に
関
す
る
大
変
詳
し
い
記
述
が

見
ら
れ
る
。
軍
港
設
立
、
少
な
く
と
も
兵
站
上
有
利
な
貯
炭
所
を
設
置
す
る
こ
と
は

既
に
ブ
ラ
ン
ト
の
時
代
に
プ
ロ
イ
セ
ン
海
軍
の
重
要
な
案
件
に
な
っ
て
い
た
。
横
浜

に
大
き
な
石
炭
供
給
基
地
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
委
託
で
ア
メ
リ
カ

の
民
間
の
汽
船
会
社
が
管
理
し
て
い
た
。

三
．
例
え
ば
日
本
の
陸
軍
の
勢
力
に
関
す
る
一
八
七
三
年
の
外
務
省
宛
の
報
告
の
添

付
資
料
な
ど
、
と
て
も
読
み
や
す
い
文
書
が
あ
る
。
た
だ
、
自
分
用
の
下
書
き
な
ど
、

文
書
の
大
半
は
や
や
読
み
に
く
い
印
象
で
、
更
に
骨
の
折
れ
る
の
が
、
だ
い
ぶ
以
前

か
ら
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
今
日
、
簡
単
に
参
照
で
き
る
本
に
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
表

記
で
あ
る
。
軍
港
を
求
め
て
、
ド
イ
ツ
船
は
朝
鮮
の
海
域
に
も
そ
の
可
能
性
を
模
索

し
た
。
当
時
の
表
記
で
記
録
さ
れ
て
い
る
港
や
島
を
今
日
の
名
称
で
特
定
す
る
こ
と

が
編
纂
の
際
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。

四
．
我
々
歴
史
家
は
一
八
六
三
年
（
文
久
三
年
）
が
い
か
に
困
難
の
多
か
っ
た
一
年

か
を
知
っ
て
い
る
。幕
府
と
薩
長
同
盟
が
為
政
を
巡
り
、
戦
っ
た
一
年
で
あ
る
。ち
ょ

う
ど
そ
の
頃
に
ド
イ
ツ
の
軍
艦
「
ガ
ツ
ェ
ッ
レ
」
号
が
、
オ
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
が
締
結

し
た
条
約
書
の
プ
ロ
イ
セ
ン
王
の
批
准
書
を
日
本
の
批
准
書
と
交
換
す
る
た
め
に
日

本
に
到
着
し
た
。
で
き
る
か
ぎ
り
目
立
た
な
い
よ
う
に
執
り
行
お
う
と
、
幕
府
は
こ

の
や
り
と
り
を
江
戸
の
陸
地
で
は
な
く
、
船
上
で
行
お
う
と
し
た
。
言
っ
て
み
れ
ば

「
ド
イ
ツ
の
領
地
で
」
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
軍
艦
は
長
州
藩
の
砲
台
、
薩
摩
藩
の
鹿

児
島
湾
へ
の
砲
撃
の
際
に
ち
ょ
う
ど
日
本
に
い
た
。「
ガ
ツ
ェ
ッ
レ
」
号
の
艦
長
の

海
軍
総
司
令
部
宛
の
報
告
に
は
「
ガ
ツ
ェ
ッ
レ
号
の
船
上
で
」
書
い
た
と
あ
る
。
ベ

ル
リ
ン
の
海
軍
元
帥
に
砲
撃
の
計
画
を
伝
え
、
も
し
、
自
分
の
判
断
で
進
め
て
も
良

い
な
ら
「
彦
島
」
に
何
人
か
兵
士
を
派
遣
し
占
領
す
る
、
そ
う
す
れ
ば
、
下
関
海
峡

を
警
戒
す
る
必
要
が
な
い
、
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
鹿
児
島
湾
の
砲
撃
計
画
に
つ

い
て
も
報
告
書
を
送
っ
て
い
る
。

五
．
箱
石
准
教
授
に
と
っ
て
特
に
興
味
深
か
っ
た
も
の
は
、
一
八
六
七
年
／

一
八
六
八
年
に
か
け
て
の
改
革
期
の
重
要
な
一
年
で
の
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ

ン
ト
か
ら
ビ
ス
マ
ル
ク
宛
の
報
告
書
で
あ
る
。
こ
の
記
録
に
は
繰
り
返
し
、
マ
ッ
ク

ス
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
が
日
本
の
混
乱
し
た
状
況
を
利
用
し
、
北
海
道
を
ド
イ
ツ

の
領
地
に
獲
得
し
よ
う
と
提
案
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
思
い
つ
い
た

背
景
に
は
、
会
津
・
庄
内
藩
の
大
名
が
領
地
の
一
部
を
プ
ロ
イ
セ
ン
の
援
助
と
引
き

替
え
に
譲
渡
す
る
つ
も
り
が
あ
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
見
た
海

軍
文
書
の
な
か
で
も
特
に
重
要
な
文
書
で
あ
っ
た
。
尚
、
海
軍
文
書
の
資
料
状
況
に

基
づ
き
、
箱
石
准
教
授
は
ブ
ラ
ン
ト
と
北
日
本
の
大
名
と
の
関
係
や
北
海
道
を
足
が

か
り
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
分
析
を
進
め
て
い
る
。

六
．
昨
年
の
日
独
修
好
一
五
〇
周
年
記
念
展
覧
会
で
は
個
人
的
に
あ
る
別
の
文
書
に

興
味
が
あ
っ
た
。「
ガ
ツ
ェ
ッ
レ
」
号
か
ら
ベ
ル
リ
ン
の
プ
ロ
イ
セ
ン
海
軍
総
司
令

部
宛
の
報
告
に
横
浜
の
地
図
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
に
プ
ロ
イ
セ
ン
の
領
事
館
と
兵

舎
の
位
置
が
明
示
さ
れ
て
い
る
（
図
版
1
： Bundesarchiv Freiburg, 

M
arinearchiv, RM

1, 2889, 4  -7, 

一
八
六
三
年
八
月
一
〇
日
の
添
付
資
料
4
、

3 

6
．0
×
5 

1
．0
ｃ
ｍ
）。
こ
の
地
図
は
ま
た
、
外
国
人
居
住
区
が
イ
ギ
リ
ス
、
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フ
ラ
ン
ス
、
プ
ロ
イ
セ
ン
三
つ
の
管
轄
地
域
に
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
薩
長
同
盟
側
の
外
国
人
排
斥
運
動
者
が
横
浜
の
外
国
人
居
住
区
を

襲
っ
た
際
の
防
衛
を
想
定
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
外
国

人
は
皆
、
当
時
、
外
国
人
排
斥
の
風
潮
が
激
化
す
る
こ
と
に
恐
れ
を
抱
い
て
い
た
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
行
き
過
ぎ
た
不
安
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
う
い
っ
た
不
安
が
一
度
起

こ
る
と
、
ピ
ス
ト
ル
を
持
っ
て
い
た
者
は
ピ
ス
ト
ル
を
抱
え
て
ベ
ッ
ド
に
入
る
よ
う

な
具
合
だ
っ
た
。
こ
の
横
浜
の
地
図
は
、
日
本
人
、
お
そ
ら
く
幕
府
の
役
人
が
書
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
太
線
で
縁
取
ら
れ
て
い
る
建
物
は
例
え
ば
税
関
な
ど
、
官
庁

所
有
の
建
物
だ
っ
た
。
筆
跡
は
外
国
人
の
も
の
と
は
考
え
に
く
い
、
と
て
も
美
し
い

も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
表
記
は
、「
ガ
ツ
ェ
ッ
レ
」
号
に
同
乗
し
て
い
た
誰
か
が

書
き
加
え
た
の
だ
ろ
う
。
管
轄
地
域
（Front
）
と
い
う
具
合
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、「
ガ
ツ
ェ
ッ
レ
」
号
が
停
泊
し
て
い
た
場
所
も
記
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
二
回
目
の
調
査
以
降
、
文
書
館
が
全
海
軍
文
書
を
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
化
す
る
に
あ
た
っ
て
利
用
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
当
時
、
少

な
く
と
も
二
年
か
か
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
予
定
通
り
に
進
ん
で
い
れ
ば
今
年
か

ら
利
用
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

最
後
に
も
う
一
つ
面
白
い
例
を
挙
げ
た
い
。
海
軍
文
書
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
海
軍
総

司
令
官
プ
ロ
イ
セ
ン
親
王
ア
ダ
ル
ベ
ル
ト
の
通
達
書
が
あ
る
。
ア
ダ
ル
ベ
ル
ト
は
当

時
の
王
の
叔
父
に
あ
た
る
実
に
ユ
ニ
ー
ク
な
人
物
で
、
ウ
ィ
ー
ン
の
踊
り
子
と
結
婚

し
た
。
ア
ダ
ル
ベ
ル
ト
親
王
は
日
本
に
向
か
う
プ
ロ
イ
セ
ン
使
節
団
に
そ
の
国
の
景

色
や
人
々
を
描
か
せ
る
た
め
の
画
家
を
同
行
さ
せ
る
と
い
う
王
室
の
決
定
を
伝
え
て

い
る
（
図
版
2
：Bundesarchiv Freiburg, M

arinearchiv, RM
1, 2338, 

185

）。
彼
の
手
紙
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
：「
画
家
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ベ
ル
グ
に
つ

い
て
は
、
王
、
王
妃
お
二
方
と
も
こ
の
件
に
つ
い
て
個
人
的
に
ご
相
談
さ
せ
て
頂
い

た
。
同
行
さ
せ
る
に
は
特
に
優
れ
た
画
家
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
、
既
に

東
ア
ジ
ア
艦
隊
の
司
令
部
に
ベ
ル
グ
を
同
行
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
、

一
八
六
〇
年
三
月
一
二
日
」。

ア
ダ
ル
ベ
ル
ト
は
と
て
も
印
象
的
な
筆
跡
で
サ
イ
ン
を
し
て
い
る
。
原
画
は
残
念

な
が
ら
行
方
が
分
か
ら
な
い
が
、
美
し
い
彩
色
リ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
残
っ
て
お
り
、

幾
つ
か
を
史
料
編
纂
所
が
所
蔵
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
江
戸
城
の
門
の
景
色
や
文
久

時
代
の
銀
座
の
景
色
な
ど
。
今
後
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
文
書
館
で
の
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
新
た
な
発
見
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
今
後
の
歴
史
研

究
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

�

（
翻
訳
・
・
宮
田
奈
々
）

図版２

本
研
究
集
会
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
維
新
政
府
に
よ
る
情
報
・
宣
伝
活
動
の
政
治
史
的
研
究
」（
課
題
番
号21520664

、
研
究
代
表
者
：
箱
石　

大
）、
同
基
盤
研
究
Ａ
「
東
ア
ジ

ア
の
国
際
環
境
と
中
国
・
ロ
シ
ア
所
在
日
本
関
係
史
料
の
総
合
的
研
究
」（
課
題
番
号19202020

、
研
究
代
表
者
：
保
谷　

徹
）
の
一
環
と
し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
も
使
用
し
て
行
な
っ
た
。

©2013 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo




